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支出の内訳

支出（歳出）

総務費
24億3,979万円
（10.8%）

民生費
100億7,830万円
（44.7%）

衛生費
17億5,130万円
（7.8%）

教育費
22億821万円
（9.8%）

公債費
22億785万円
（9.8%）

農林水産業費
13億1,677万円
（5.8%）

土木費
12億9,715万円
（5.8%）

その他
12億4,063万円
（5.5%）

市債として
借りたお金の
返済など

給食や小・中学校、
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

道路などの
整備・維持に
かかるお金

農業政策などにかかるお金

ごみ処理、予防接種、
検診などにかかるお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当などに

かかるお金

税金の賦課徴収、戸籍や
住民登録、防災、交通安全に

かかるお金

議会費、商工費、消防費など

225億
4,000万円

「道の駅」　  再整備
児童発達支援　 センター建設へ

特
集　

令
和
3
年
度
予
算

●（
仮
称
）児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
建
設
し
ま
す
（
事
業
費
５
億
５
１
６
５
万
円
）

　

障
害
児
や
発
達
に
気
が
か

り
な
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
、
切
れ
目

の
な
い
一
貫
し
た
支
援
や
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
促
進

す
る
た
め
に
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
を
石
田
町
に
設

置
し
ま
す
。

Ｑ　
運
営
管
理
を
指
定
管
理
す

る
考
え
は
。

Ａ　
令
和
4
年
度
か
ら
事
業

開
始
す
る
が
指
定
管
理
で
な

く
市
が
運
営
す
る
。

●
道
の
駅
の
基
本
設
計
と
用
地
測
量

　
等
を
行
い
ま
す
（
事
業
費
４
８
７
２
万
５
千
円
）

　

道
の
駅
「
立
田
ふ
れ
あ
い

の
里
」
や
「
森
川
花
は
す

田
」
な
ど
の
観
光
資
源
を

活
か
し
、
こ
の
周
辺
地
域

を
観
光
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
建
築
の
基
本
設
計
、
用

地
の
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　
道
の
駅
の
基
本
設
計
に
つ

い
て
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
。
ど
の

よ
う
な
施
設
を
新
設
、
増
設
す

る
の
か
。

Ａ　
ニ
ー
ズ
調
査
は
平
成
30

年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
西
ゾ
ー
ン
に
24

時
間
対
応
ト
イ
レ
と
産
直

施
設
を
新
設
し
、
既
存
施
設

を
改
修
す
る
予
定
。

Q

Q

A

A

▲児童発達支援センターのイメージ図
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収入の内訳

特集　令和3年度予算

市税
71億9,373万円
（31.9%）

地方交付税
51億円

（22.6%）

国県支出金
44億9,544万円
（20%）

地方譲与税等
20億1,217万円
（8.9%）

市債
18億7,030万円
（8.3%）

その他
18億6,836万円
（8.3%）

使用料、手数料、繰入金など

国・県からの補助金など

市民税、固定資産税など
市民のみなさんから
収められる税金

自主財源
市で集めたお金

90億6,209万円
40.2％　

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

134億7,791万円
59.8％

行政の格差をなくすため
国が交付するお金

収入（歳入）
225億
4,000万円

「道の駅」　  再整備
児童発達支援　 センター建設へ

●
高
齢
者
へ
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
を

　
配
布
し
ま
す
（
事
業
費
2
1
万
１
千
円
）

　

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
、

Q
R
コ
ー
ド
付
き
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
用
い
て
早
期
発
見
、

早
期
保
護
で
き
る
よ
う
見
守

り
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

Ｑ　
い
つ
か
ら
申
請
が
で
き
て
、

い
つ
配
布
さ
れ
る
か
。

Ａ　
７
月
か
ら
申
請
開
始
予

定
。
連
絡
先
等
の
登
録
終
了

後
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す

る
。

※
こ
の
事
業
は
、
清
林
館
高

等
学
校
と
の
「
愛
西
市
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
い
て
事
業
提
案
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

QA

▲見守りステッカー（案） ▲拡張される「森川花はす田」
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愛西工科
高等学校
（旧佐織
工業高校）

愛西工科
高等学校
（旧佐織
工業高校）

特
集　

令
和
3
年
度
予
算

●「
渕
高
地
区
」を
市
街
化
区
域
と
し
て

　
整
備
し
ま
す
（
事
業
費
９
２
１
万
１
千
円
）

　

「
渕
高
地
区
」
の
都
市
計

画
変
更
に
伴
い
、
公
園
整
備

に
向
け
た
実
施
設
計
、
用
地

取
得
に
向
け
た
測
量
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
水
害
対
策

と
し
て
、
調
整
池
を
設
け
ま

す
。

Ｑ　
公
園
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ　
令
和
３
年
度
６
月
ま
で

に
入
札
を
行
い
、
委
託
先
を

決
定
し
た
い
。
４
年
度
の
完

成
を
予
定
。

Ｑ　
調
整
池
の
構
造
は
。

Ａ　
住
環
境
に
配
慮
し
、
最

適
な
構
造
形
式
を
検
討
し
て

い
く
。

QA

Q

A

●
水
稲
被
害
対
策
で
カ
メ
ム
シ
防
除
に

　
支
援
し
ま
す
（
事
業
費
５
６
４
万
円
）

　

米
の
品
質
低
下
の
大
き
な

要
因
と
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
が
、

過
去
10
年
で
最
も
多
く
発
生

し
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
た
め
、
そ
の
防
除
に
係
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

Ｑ　
例
年
の
カ
メ
ム
シ
発
生
状

況
と
比
べ
ど
う
な
の
か
。
米
以

外
の
作
物
の
被
害
は
な
い
の
か
。

Ａ　
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」

の
品
質
第
１
位
の
比
率
を
比

較
す
る
と
、
令
和
元
年
度
産

が
約
78
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

２
年
度
産
は
約
４
％
と
非
常

に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

関
係
機
関
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
米
以
外
の
被
害
は
、

大
豆
が
あ
る
。

QA

討 

論

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

電
波
法
の
改
正
に
よ
る
、移

動
系
無
線
設
備
の
更
新
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
。現
在
行
っ
て

い
る
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
に
、家
計
改
善
支

援
、就
労
準
備
支
援
を
追

加
し
、事
業
の
充
実
を
図
り
、

社
会
福
祉
法
人
へ
事
業
の

委
託
を
行
い
、専
門
的
に
支

援
を
行
う
。道
の
駅「
立
田

ふ
れ
あ
い
の
里
」を
中
心
と

し
た
、観
光
拠
点
の
整
備
に

向
け
建
築
基
本
設
計
、用

地
測
量
等
を
行
う
。

　

歳
入
で
は
、国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
、補
助
金
な
ど

の
新
た
な
財
源
の
確
保
を

積
極
的
に
進
め
、歳
出
で
は
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、効

率
化
を
進
め
る
と
共
に
、将

来
に
向
け
た
持
続
可
能
な

行
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

事
業
の
取
捨
選
択
や
、事

業
改
善
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
一番
の
反
対
理
由
は
、「
道

の
駅
」事
業
だ
。コ
ロ
ナ
禍

の
中
、い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

る
べ
き
だ
。ま
ず
は
、市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

税
金
は
使
う
べ
き
だ
。ま
た
、

将
来
の
維
持
管
理
費
の
見

通
し
が
な
い
ま
ま
進
む
こ

と
も
問
題
だ
。　

　
今
の
市
の
福
祉
で
、本
当

に
困
っ
て
い
る
人
が
救
い
き

れ
て
い
る
の
か
。支
援
が
行

き
届
い
て
い
な
い
。例
え
ば
、

一
時
保
育
は
使
い
に
く
く
、

利
用
者
が
限
ら
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
ひ
と
り
親
や
生
活
保
護

世
帯
、準
要
保
護
世
帯
へ
の

補
助
制
度
を
作
る
べ
き
だ
。

直
営
だ
っ
た
佐
織
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
委
託
に
す

る
こ
と
も
疑
問
だ
。

賛 

成

反 

対

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

○
そ
の
他
の
主
な
事
業

・
移
動
系
防
災
行
政
無
線
設
備
更
新
工
事

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
等
祝
事
業

・
佐
屋
中
央
保
育
園
修
繕
工
事

・
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
助
成

・
あ
い
さ
い
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
自
己
負
担
額
を
無
料
化

▲カメムシの水稲被害

▲■緑公園、■青調整池の配置図
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議案質疑

　

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
伴
い
介
護
保
険

料
率
の
設
定
に
、
第
12
段
階

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
月
額

の
基
準
額
は
、
5
1
0
0
円

か
ら
5
5
0
0
円
に
な
り
ま

す
。

Q 

保
険
料
の
決
定
に
関
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
た
か
。

A　

保
険
料
算
定
に
当
た
っ

て
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
考
慮
し
、

一
定
の
基
金
残
高
を
確
保
し

た
。

Q 

区
分
設
定
を
11
段
階
か
ら

12
段
階
に
変
更
す
る
と
、
保
険

料
は
。

A　

年
間
約
1
3
0
万
円
の

増
額
見
込
み
。

介　
介
護
保
険
を
取
り
巻
く
状

況
、
介
護
認
定
率
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
か
。

A 

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

に
な
る
2
0
2
5
年
が
近
い
。

議論の中から新発見議論の中から新発見

高
齢
化
率
や
介
護
認
定
率
は

増
加
す
る
。
給
付
費
の
実
績

に
基
づ
き
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
見
込
み
、
３

年
間
の
推
計
を
し
た
。

Q 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
経
済
的
な
状
況
を
鑑
み

て
、
据
え
置
く
議
論
は
な
か
っ

た
の
か
。

A　

介
護
保
険
料
を
ど
の
よ

う
に
設
定
す
る
か
と
の
議
論

は
あ
っ
た
が
、
安
易
に
考
え

る
と
次
の
期
の
上
昇
率
が
非

常
に
上
が
る
可
能
性
を
加
味

し
た
。

Q 
高
齢
化
率
、
介
護
認
定
率

は
い
く
つ
に
な
る
の
か
。
7
期

の
増
減
は
。

A　

7
期
の
平
均
高
齢
化
率

は
0.
56
％
の
増
。
平
均
介
護

認
定
率
は
0.
97
％
の
増
。

さ
ら
に
標
準
給
付
費
は

1
0
7.
4
％
、
地
域
支
援
事

業
費
は
1
0
2
％
と
見
込
ん
で

い
る
。

Q Q Q

QQ

AA A

AA

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施

す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
行

う
。
集
団
予
防
接
種
を
市
内

公
共
施
設
で
行
い
、
個
別
予

防
接
種
を
医
療
機
関
に
委
託

し
て
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

３
億
３
５
７
８
万
５
千
円

Q 

集
団
接
種
会
場
は
ど
こ
を

予
定
し
て
い
る
か
。

A　

佐
屋
・
佐
織
保
健
セ
ン

タ
ー
、
立
田
南
部
地
区
・
川

渕
地
域
・
永
和
地
区
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
八

開
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
親

水
公
園
総
合
体
育
館
、
市
役

所
南
館
の
８
カ
所
だ
。

Q 

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
業
務
委

託
の
内
容
は
。

A　

65
歳
以
上
の
人
に
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
し
、
自
宅
か

ら
接
種
会
場
ま
で
の
行
き
帰

り
の
迎
え
料
金
と
初
乗
り
料

金
を
合
わ
せ
て
６
５
０
円
を

市
が
負
担
す
る
。

Q 

個
別
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何

カ
所
の
医
療
機
関
か
。

A　

現
時
点
で
は
、
16
カ
所

の
予
定
だ
。

Q 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
体

制
は
。

A　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
L
I
N
E

の
３
つ
の
予
約
体
制
を
と
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

八
開
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

給
湯
・
お
風
呂
施
設
修
繕

　

修
理
部
品
の
調
達
が
遅
れ

て
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
が
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　

３
４
４
万
３
千
円

Q　
お
風
呂
の
修
繕
の
時
期
と
、

利
用
開
始
で
き
る
時
期
は
。

A　

３
月
末
ま
で
に
修
繕
を

行
い
、
利
用
の
開
始
は
、
水

質
検
査
後
に
再
開
を
予
定
す

る
。

QA

▲お風呂の修繕がされる八開総合福祉センター

▲ワクチン接種訓練の様子

QQ A

QAQA

A
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審
議
結
果■

海
部
地
区
水
防
事
務
組
合
議

会
議
員

 

（
議
会
選
出
）

　
原
　
　
裕
司
　
議
員

　
馬
渕
　
紀
明
　
議
員

 

（
市
長
推
薦
）

　
伊
藤
　
義
明
　
氏

　
を
当
選
人
と
し
ま
し
た
。

■
海
部
地
区
急
病
診
療
所
組
合

議
会
議
員

　
竹
村
　
仁
司
　
議
員

　
近
藤
　
武
　
　
議
員

　
を
当
選
人
と
し
ま
し
た
。

◆
◆
選
　
挙
◆
◆

※審議結果の「可」は可決です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。
※第1回臨時会の議案については全員賛成。
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市政を問う

13議員が一般質問

●定例会第２日目および第３日目に、13人の議員が一般質問しました。発言順に掲載します。

3月9日 3月10日

議員が市の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質問することをいいます。
持ち時間は、今回は議員１人あたり40分です。

一般質問とは…

髙松　幸雄 議員（P15）
◆ワクチン接種についての思いは

加藤　敏彦 議員（P16）
◆市独自のPCR検査は
◆核兵器禁止条約の批准の考えは

石崎　誠子 議員（P１7）
◆防災意識啓発の考えは

河合　克平 議員（P18）
◆日永市政８年間の市政運営を見直せ

馬渕　紀明 議員（P19）
◆コロナ禍　健康二次被害の周知は

佐藤　信男 議員（P20）
◆老朽化した中央保育園の長寿命化対策は
◆交通安全対策と自転車レーン設置は

竹村　仁司 議員（P8）
◆地籍調査に対する考え方は

真野　和久 議員（P9）
◆学校老朽化対策スピードを持って改修を
◆公共施設でインターネット利用を

山岡　幹雄 議員（P10）
◆調整区域で家が建つ土地の規制緩和は
◆昼営業の飲食店に協力金の支給を

神田　康史 議員（P11）
◆コロナ禍の市消防本部の現状と今後は

𠮷川　三津子 議員（P12）
◆なぜ黒塗り公文書公開が続くのか
◆コロナ禍　大型公共事業は立ち止まれ

原　裕司 議員（P13）
◆地域部活動へ移行　受け皿の検討を
◆コロナ禍での総合斎苑の利用状況は

近藤　武 議員（P14）
◆３期目に向け市長の思いは
◆下水道事業に関する諸問題は
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

地籍調査に対する
考え方は

測量を実施することは有効だ
産業建設部長

竹村 仁司議員

問　

地
籍
調
査
に
対
す
る
考

え
方
、目
的
は
。

答　

市
街
地
に
つ
い
て
は
、災

害
後
の
早
期
復
旧
、公
共
事

業
の
円
滑
化
な
ど
の
観
点
か

ら
、地
籍
調
査
、ま
た
は
同
等

の
精
度
を
有
す
る
測
量
を
実

施
す
る
こ
と
は
有
効
だ
。

問　

地
籍
調
査
に
係
る
費
用

は
、国
、県
の
補
助
が
あ
る
の

か
。市
の
事
業
に
対
す
る
実

施
負
担
は
ど
の
程
度
か
。

答　

調
査
に
必
要
な
経
費
の

２
分
の
１
は
国
、４
分
の
１
は

県
が
補
助
し
、残
り
の
４
分

の
１
が
市
の
負
担
と
な
る
。

県
、市
町
村
が
負
担
す
る
経

費
は
、80
％
が
特
別
交
付
税

措
置
の
対
象
に
な
る
。

問　

高
齢
化
社
会
に
も
備
え

た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。都
市
計
画
の
見
直
し
、再

構
築
に
当
た
っ
て
地
籍
調
査

の
必
要
性
は
。

答　

土
地
の
位
置
と
形
、地

番
、地
目
、面
積
を
確
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、調
査
結
果
を

災
害
復
旧
や
公
共
事
業
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
、事
務

事
業
の
効
率
化
に
も
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

集
約
型
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
に
地
籍
調
査
が
有

効
と
考
え
る
が
、都
市
計
画

の
再
編
成
な
ど
市
の
計
画
は
。

答　

佐
屋
駅
周
辺
は
、交
通

結
節
点
機
能
の
強
化
に
向
け
、

調
査
等
を
開
始
し
た
。道
の

駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、補

助
金
を
活
用
し
て
地
籍
調
査

と
同
等
以
上
の
精
度
で
測
量

を
実
施
す
る
。

問　

市
の
土
地
と
民
地
の
境

界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

市
民
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。地
籍
調
査
を
行
う
の

で
あ
れ
ば
、官
民
境
界
か
ら

と
考
え
る
が
。

答　

官
民
境
界
を
先
行
し
て

調
査
を
行
う
官
民
境
界
等
優

先
調
査
が
あ
る
。通
常
の
地

籍
調
査
に
比
べ
早
く
調
査
が

で
き
、災
害
時
に
お
け
る
道

路
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早

期
復
旧
が
で
き
る
。

問　

市
長
に
地
籍
調
査
の
見

解
を
尋
ね
る
。

答　

補
助
対
象
と
な
る
公
共

事
業
の
制
度
を
活
用
し
て
計

画
的
に
進
め
て
い
く
。調
査
へ

の
理
解
、合
意
形
成
を
図
っ

て
、財
源
確
保
等
、有
利
な
状

況
に
な
れ
ば
、活
用
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
特
徴
あ
る
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
確
立
を

答

答

答

答

答

答

▲土地の境界を示す境界杭

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問

問

問

問

問

問
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一般質問～市政を問う～

学校老朽化対策スピードを
持って改修を

できる限り速やかに行いたい

真野 和久議員

学校教育課長

公
共
施
設
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
を

公
共
施
設
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
を

問　

小
・
中
学
校
施
設
老
朽

化
対
策
検
討
委
員
会
の
検
討

状
況
は
。ま
た
、今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、令

和
２
年
度
は
２
回
開
催
し
た
。

年
度
内
に
も
う
一
回
開
催
し

た
い
。３
年
度
も
５
月
か
ら

会
を
再
開
し
、年
度
内
に
教

育
委
員
会
へ
の
提
言
を
出
し

て
も
ら
う
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て
い
く
。

問　

検
討
委
員
会
の
答
申

が
出
さ
れ
れ
ば
、改
修
工
事

は
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

答　

改
修
工
事
の
予
定
に
つ

い
て
は
、現
在
は
未
定
だ
。

問　

危
険
な
部
分
を
直
す
の

は
、ス
ピ
ー
ド
が
必
要
。市
内

全
体
の
老
朽
化
対
策
工
事
を

い
つ
頃
ま
で
に
終
え
る
か
。

答　

施
設
の
改
修
等
は
で
き

る
限
り
速
や
か
に
行
い
た
い

が
、現
時
点
で
は
具
体
的
な

期
間
は
未
定
だ
。

問　

ト
イ
レ
改
修
は
、よ
う

や
く
一
巡
だ
。学
校
校
舎
が
10

年
、20
年
と
い
う
よ
う
な
計

画
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の

か
。

答　

市
は
、最
大
限
、教
育
部

局
と
協
力
し
な
が
ら
活
用
で

き
る
財
源
を
も
っ
て
整
備
に

当
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問　

小
・
中
学
校
規
模
適
正

化
と
の
関
係
で
、対
象
の
学

校
の
老
朽
化
対
策
を
遅
ら
せ

る
、あ
る
い
は
統
合
に
伴
っ
て

行
う
こ
と
は
あ
る
か
。

答　

学
校
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
、児
童
・
生
徒
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。小
・
中
学
校
の

規
模
適
正
化
を
優
先
す
る
こ

と
で
、学
校
施
設
の
老
朽
化

対
策
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

市
役
所
な
ど
公
共
施
設

で
、Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
利
用
を
可
能

に
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、文

化
会
館
や
佐
織
公
民
館
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
利
用
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
会
議
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。 

答　

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、情
報
化

推
進
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
、

設
置
に
向
け
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
も
そ
の
中
で
検
討
す
る
。

●
市
内
に
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
設
置
を

答

答

答答

答

答

▲老朽化し改修が必要な校舎（立田北部小）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問

問

問

問

問

問

9 愛西市議会だより 2021/5



一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

調整区域で家が建つ
土地の規制緩和は

規制緩和の検証を含め県と協議する
産業建設部長

山岡 幹雄議員

問　

人
口
が
日
々
減
っ
て
い

る
。市
の
感
想
は
。

答　

市
の
大
半
は
市
街
化
調

整
区
域
で
住
宅
が
建
ち
に
く

い
区
域
だ
が
、今
後
も
自
然

減
や
社
会
減
の
抑
制
の
た
め
、

市
総
合
戦
略
に
お
け
る
施

策
・
事
業
の
取
り
組
み
を
継

続
的
に
進
め
る
。

問　

定
住
人
口
の
確
保
に
市

街
化
調
整
区
域
内
で
も
家
を

建
て
ら
れ
る
土
地
利
用
規
制

を
緩
和
す
る
考
え
は
。

答　

対
象
地
域
の
土
地
利
用

分
析
と
、都
市
計
画
に
関
す

る
課
題
の
解
決
手
法
や
実
施

事
例
の
検
証
を
含
め
、県
と

協
議
す
る
。

問　

内
閣
府
が
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
に
支
援
す
る
た
め
、地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
総
額

は
。

答　

市
の
成
立
予
算
で
８
億

４
１
４
万
６
千
円
だ
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
未
執
行
の
総
額
と
事
業
残

金
は
。

答　

事
業
総
額
は
９
億
３
３

７
６
万
円
。事
業
未
執
行
額

は
決
算
見
込
み
で
１
億
８
０

３
９
万
円
だ
。

問　

未
執
行
１
億
８
千
万
円

を
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
昼
営

業
の
飲
食
店
に
協
力
金
の
支

給
の
考
え
は
。

答　

議
員
の
提
案
の
事
業
に

つ
い
て
、次
年
度
に
お
い
て
検

討
す
る
。

問

問

問

問

問 答答

答

答

答

昼
営
業
の
飲
食
店
に

協
力
金
の
支
給
を

昼
営
業
の
飲
食
店
に

協
力
金
の
支
給
を

▲人口減少グラフ
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▲地方創生臨時交付金表

新型コロナウイルス感染症対応地方交付金事業 （単位千円）
事　業　名

商工業者の冬支度応援事業
小中学校GIGAスクール事業
プレミアム付商品券補助事業

高齢者インフルエンザ予防接種事業
修学旅行対策事業
そ　の　他　事　業

総　　　額

予算額
100,405
229,508
110,000
33,151
2,570

458,126
933,760

未執行額
64,920
34,650
3,190
4,960
2,570
70,100
180,390



一般質問～市政を問う～

▲愛西市消防本部

コロナ禍の市消防本部の
現状と今後は

感染拡大防止に配慮し行事を実施した

神田 康史議員

消防長

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消

防
本
部
の
現
状
を
前
と
後
に

分
け
、そ
の
活
動
実
態
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
集
団
感
染
が
発
生

し
た
当
初
は
、中
止
し
た
行

事
等
が
多
く
あ
っ
た
が
、そ
の

後
対
策
が
と
れ
る
行
事
は

行
っ
て
き
た
。例
え
ば
消
防

団
員
の
士
気
の
維
持
や
訓
練

成
果
を
確
認
す
る
場
が
必
要

と
考
え
、秋
に
全
分
団
を
対

象
と
し
た
消
火
活
動
訓
練
は

実
施
し
た
。消
防
団
年
末
夜

警
も
密
集
し
な
い
工
夫
を
施

し
活
動
実
施
し
た
。

問　

第
一
次
総
合
計
画
の
総

括
と
第
二
次
総
合
計
画
の
進

捗
に
つ
い
て
は
。

答　

第
一
次
は
、①
防
災
基
盤

の
整
備
・
充
実
②
消
防
団
の

充
実
・
強
化
③
救
急
救
命
体

制
の
充
実
が
柱
だ
。①
に
つ

い
て
は
、消
防
車
や
救
急
車

の
更
新
や
整
備
、消
防
通
信

環
境
の
整
備
を
実
施
。②
に

つ
い
て
は
、安
全
装
備
品
の
整

備
に
加
え
、南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
風
水
害
へ
の
対
応
と
し

て
、救
助
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
・
救

命
胴
衣
等
資
機
材
を
全
分
団

に
配
備
し
、有
効
で
安
全
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ん
だ
。③
に

つ
い
て
は
、救
急
救
命
士
有

資
格
者
を
採
用
す
る
こ
と
で

一
人
で
も
多
く
救
急
隊
に
配

備
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

　

第
二
次
総
合
計
画
で
は
、

消
防
指
令
台
の
共
同
運
用
や

広
域
化（
近
隣
消
防
と
の
連

携
協
力
を
図
る
）を
構
築
し
、

名
古
屋
市
役
所
内
に
共
同
指

令
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
運
用

を
開
始
す
る
予
定
を
し
て
い

る
。

問　

在
任
中
の
総
括
と
、消

防
本
部
へ
の
思
い
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
が
感

染
の
恐
怖
と
闘
い
な
が
ら
、

使
命
感
と
責
任
感
を
持
ち
、

感
染
者
や
感
染
疑
い
の
あ
る

傷
病
者
を
搬
送
し
た
。消
防

職
員
か
ら
感
染
者
を
出
す
こ

と
な
く
業
務
を
継
続
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
、人
材
育

成
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。消
防
は
24
時
間
勤

務
で
あ
り
、寝
食
を
共
に
し
、

災
害
現
場
で
は
厳
格
な
指
揮

命
令
体
制
が
必
要
な
職
場
体

制
で
あ
る
。よ
っ
て
人
間
関
係

が
非
常
に
大
切
だ
。人
材
育

成
に
よ
り
各
種
災
害
に
的
確

に
対
応
し
て
く
れ
る
と
確
信

し
て
い
る
。職
員
が
一
丸
と
な

り
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
の
で
、応
援
し
て
ほ
し
い
。

 

答

答

答

問

問

問
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

なぜ黒塗り
公文書公開が続くのか

職員の意識不足を反省している
総務部長

𠮷川 三津子議員

問　

誰
も
が
市
が
所
有
す
る

文
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、情
報
公
開
制
度

で
あ
り
、市
民
と
市
の
信
頼

関
係
を
深
め
る
た
め
に
あ
る
。

　

し
か
し
、愛
西
市
で
は「
黒

塗
り
」の
公
開
が
続
い
て
い

る
。市
の
見
解
は
。

答　

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、対
応
し
て
い
る
。

問　

市
民
の
方
か
ら「
公
共

下
水
道
分
担
金
に
不
公
平
が

あ
る
」と
連
絡
を
頂
き
、２
年

間
、情
報
公
開
を
し
て
調
べ

て
き
た
が「
黒
塗
り
」が
続
い

た
。ま
た
、南
河
田
企
業
団

地
進
入
路
の
交
差
点
隅
切
り

に
関
す
る
予
算
が
12
月
議
会

に
上
程
さ
れ
た
が「
答
弁
拒

否
」だ
っ
た
た
め
、是
非
を
見

極
め
る
た
め
情
報
公
開
を
し

た
。
し
か
し
、６
８
８
枚
が

「
黒
塗
り
」だ
っ
た
。

　

都
合
の
悪
い
文
書
は
出
さ

な
く
て
よ
い
と
い
う
暗
黙
の

ル
ー
ル
が
市
に
は
あ
る
の
か
。

　

な
ぜ
何
度
も
続
く
の
か
。

答　
一
部
の
部
署
で
、条
例
の

運
用
が
適
切
で
な
い
事
例
が

あ
っ
た
。指
導
し
て
い
く
。

　

職
員
の
意
識
不
足
を
反
省

し
て
い
る
。

問　

市
の
情
報
は
市
民
の
も

の
だ
と
い
う
認
識
が
職
員
に

不
足
し
て
い
な
い
の
か
。職

員
研
修
の
現
状
は
。

答　

情
報
公
開
に
関
す
る
研

修
は
、今
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。

公
開
の
在
り
方
な
ど
教
育
し

て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、

国
の
借
金
は
国
民
１
人
当
た

り
約
９
６
６
万
円
に
な
り
、

２
年
前
で
１
０
０
万
円
も
膨

ら
ん
で
い
る
。次
年
度
以
降

の
市
の
財
政
見
通
し
は
。

答　

令
和
８
年
度
か
ら
合
併

特
例
債
の
活
用
が
で
き
な
く

な
り
、財
源
確
保
が
厳
し
く

な
る
。社
会
保
障
経
費
等
の

増
加
、公
共
施
設
の
更
新
、老

朽
化
対
策
費
も
財
政
を
圧
迫

す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、市
民
の

収
入
減
・
失
業
・
生
活
保
護
が

増
え
て
い
る
。

　

道
の
駅
拡
張
事
業
は
、東

の
広
い
広
場
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
整
備
等
を
す
る

総
額
35
億
円
の
事
業
で
、維

持
管
理
費
に
見
合
っ
た
収
益

が
上
げ
ら
れ
る
か
も
不
透
明

だ
。

　

不
安
定
な
先
が
読
め
な
い

中
、立
ち
止
ま
る
べ
き
で
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
愛
西
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と

し
て
、計
画
を
進
め
て
い
く
。

問

問

問

問

問 答

答

答答

答

▲県警との安全に関する協議までもが黒塗り（６８８枚）

コ
ロ
ナ
禍

大
型
公
共
事
業
は

立
ち
止
ま
れ

コ
ロ
ナ
禍

大
型
公
共
事
業
は

立
ち
止
ま
れ

愛西市議会だより2021/5 12



一般質問～市政を問う～

地域部活動へ移行
受け皿の検討を

地域にあった活動方法を協議調整する

原 裕司議員

スポーツ課長

問　

文
部
科
学
省
は
、学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
で
、

教
員
の
長
時
間
労
働
を
改
善

す
る
た
め
、休
日
の
学
校
部

活
動
を
地
域
部
活
動
へ
移
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
が
、把
握

し
て
い
る
中
学
校
教
員
の
、

正
規
勤
務
時
間
外
の
部
活
動

も
含
め
た
在
校
時
間
で
、最

も
多
い
月
や
時
間
・
人
数
は
。

答　

調
査
対
象
人
数
１
２
８

人
中
、45
時
間
を
超
え
る
教

員
が
一
番
多
か
っ
た
月
は
、10

月
の
94
人
、１
０
０
時
間
超

え
は
７
人
だ
。次
に
６
月
の

45
時
間
越
え
は
71
人
、１
０

０
時
間
超
え
は
14
人
だ
。

問　

日
頃
の
指
導
や
休
日
の

大
会
等
の
部
活
動
に
関
す
る

教
員
の
手
当
支
給
額
は
。

答　

特
殊
業
務
手
当
と
し
て
、

土
日
の
指
導
は
３
時
間
以
上

で
２
７
０
０
円
、大
会
等
は
８

時
間
以
上
で
、５
１
０
０
円

を
支
給
し
て
い
る
。

問　

移
行
に
あ
た
っ
て
は
、地

域
部
活
動
を
行
え
る
体
制
づ

く
り
が
重
要
だ
。こ
の
受
け

皿
の
検
討
は
。

答　

中
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
で
、検
討
を
進
め
て
い

る
。

問　

受
け
皿
は
、点
で
な
く

線
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
あ
る
社
会
資
源
の
活
用

を
考
え
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ
課

管
轄
の
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
人
材
確
保

か
ら
育
成
、紹
介
ま
で
管
理

運
営
が
可
能
だ
。受
け
皿
と

し
て
の
考
え
は
。

答　

現
時
点
で
は
、不
透
明

な
部
分
も
多
く
、今
後
、地
域

に
あ
っ
た
活
動
方
法
を
協
議

調
整
し
て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

死
亡
者
で
、市
外
を
含
め
た

愛
西
市
総
合
斎
苑
の
利
用
状

況
は
。

答　

３
月
１
日
現
在
、10
件

で
市
外
の
利
用
は
な
い
。

問　

斎
場
の
利
用
に
お
け
る
、

指
定
管
理
者
、葬
儀
業
者
、

利
用
者
と
の
約
束
事
や
通
常

利
用
と
の
区
分
け
な
ど
、安

全
配
慮
は
。

答　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、通
常
の
火
葬
時
間

と
区
分
し
て
受
け
入
れ
、参

列
者
を
必
要
最
小
限
に
し
て
、

式
場
ホ
ー
ル
と
火
葬
ホ
ー
ル

を
扉
で
遮
断
す
る
な
ど
動
線

が
重
な
ら
な
い
配
慮
を
し
て

い
る
。

問

問

問 問

問

問

答

答

答

答答

答

▲変わる休日の部活動、地域部活動へ移行（佐屋中）

コ
ロ
ナ
禍
で
の

総
合
斎
苑
の

利
用
状
況
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の

総
合
斎
苑
の

利
用
状
況
は
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

３期目に向け
市長の思いは

市の行く末を考えた事業が必要

近藤 武議員

問　

令
和
2
年
度
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

対
策
の
状
況
は
。

答　

総
額
８４
億
７
１
１
万
円
。

市
民
生
活
や
事
業
者
支
援
、

他
に
も
各
施
設
の
感
染
症
予

防
対
策
を
実
施
し
、現
在
、ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

骨
格
予
算
の
考
え
方
は
。

答　

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
道
の
駅
再
整

備
な
ど
の
継
続
事
業
は
、事

業
執
行
が
遅
れ
な
い
よ
う
に

計
上
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、市

の
状
況
を
見
な
が
ら
、今
年

度
同
様
、補
正
予
算
で
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

問　

４
年
前
の
骨
格
予
算
と

の
比
較
は
。

答　

民
生
費
の
伸
び
が
大
き

い
。障
害
者
総
合
支
援
給
付

費
扶
助
は
、約
６
億
５
０
０

０
万
円
伸
び
て
い
る
。介
護

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
へ
の
繰
出
金
も
増
加
し
て

い
る
。

問　

次
期
市
長
選
、３
期
目

に
向
け
て
課
題
や
思
い
は
。

答　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
直
面
し
、持
続
可
能
な

市
政
運
営
は
、さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
し
て
い
く
。事
務
事

業
を
見
直
す
こ
と
は
当
然
の

こ
と
、今
後
の
市
の
行
く
末

を
考
え
た
事
業
を
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

延
滞
金
の
徴
収
は
、ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

答　

昨
年
１１
月
、対
象
者
に

お
詫
び
と
納
付
の
お
願
い
を

し
に
、全
部
課
長
ほ
か
、総
勢

４８
名
で
戸
別
訪
問
を
実
施
し

た
。

問　

受
益
者
負
担
金
の
経
過

は
。

答　

当
該
事
業
者
と
将
来
的

な
解
決
を
目
指
し
、今
後
も

協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　

今
回
の
問
題
を
組
織
と

し
て
ど
う
受
け
止
め
、再
発

防
止
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答　

法
令
の
正
確
な
理
解
や

こ
れ
を
遵
守
す
る
意
識
、債

権
管
理
や
業
務
改
善
の
重
要

性
に
関
す
る
意
識
の
欠
如
が

あ
っ
た
。

　

改
め
て
不
適
切
な
取
り
扱

い
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
信
頼
回
復
に
努
め
、

法
令
遵
守
、事
務
内
容
の
再

確
認
、関
係
部
署
の
連
携
、情

報
共
有
を
徹
底
し
、再
発
防

止
に
努
め
て
い
く
。

下
水
道
事
業
に

関
す
る
諸
問
題
は

下
水
道
事
業
に

関
す
る
諸
問
題
は

問

問

問

問

問問

問 答

答

答

答

答答

答

▲民生費及び障害者総合支援給付費（千円）

市　長
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一般質問～市政を問う～

ワクチン接種に
ついての思いは

早く通常の生活に戻ることを願う

髙松 幸雄議員

市　長

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
流
れ
、

接
種
券
を
忘
れ
た
場
合
、予

約
の
方
法
、電
話
の
予
約
回

線
数
は
。

答　

対
象
者
へ
接
種
券
を
送

付
し
、そ
こ
に
会
場
や
日
時

の
案
内
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
。

記
載
の
予
約
専
用
電
話
、も

し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
接
種
日
の
予
約
を
す
る
。

チ
ラ
シ
に
記
載
の
開
始
日
よ

り
電
話
は
、平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、平
日
・
土
・

日
も
24
時
間
受
付
を
行
う
。

予
約
専
用
電
話
と
し
て
は
10

回
線
を
予
定
。

　

予
約
日
の
１
週
間
ほ
ど
前

に
市
か
ら
予
診
票
並
び
に
体

調
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付

す
る
の
で
、事
前
に
記
入
を

し
、接
種
券
と
一
緒
に
当
日
会

場
に
持
っ
て
い
く
。接
種
券
を

忘
れ
た
場
合
は
、接
種
が
で

き
な
い
。

問　

集
団
接
種
会
場
は
佐
屋

の
保
健
セ
ン
タ
ー
、佐
織
保

健
セ
ン
タ
ー
、立
田
南
部
地

区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、八
開
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
川
渕
地
域
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、永
和

地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、親
水
公
園
総
合
体

育
館
及
び
市
役
所
南
館
の
計

８
カ
所
、個
別
接
種
は
市
内

の
医
療
機
関
16
カ
所
ほ
ど
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、接
種
数
の
想
定
は
。

答　

６
万
７
３
８
人
を
対
象

と
し
、そ
の
８
割
で
あ
る
４
万

８
千
５
９
０
人
を
想
定
。

問　

65
歳
以
上
の
方
に
は
自

宅
と
接
種
会
場
ま
で
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
、迎

車
料
金
と
初
乗
り
料
金
の
往

復
分
を
２
回
、補
助
さ
れ
る

が
、集
団
接
種
会
場
ま
で
の

送
迎
バ
ス
は
考
え
て
な
い
か
。

答　

バ
ス
に
よ
る
送
迎
の
考

え
は
な
い
。

問　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の

思
い
は
。

答　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

効
果
が
あ
る
こ
と
、接
種
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
症
の

拡
大
が
終
息
を
す
る
こ
と
、

副
反
応
が
出
な
い
こ
と
、安

全
で
接
種
を
終
え
ら
れ
、通

常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。現
状
で
は
４
月

後
半
に
ワ
ク
チ
ン
が
１
箱
５

０
０
人
分
送
ら
れ
て
く
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、こ
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
取

扱
い
を
し
て
い
く
の
か
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

市

は
、ス
ム
ー
ズ
な
接
種
が
進

む
よ
う
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に

望
ん
で
い
き
た
い
。

▲市の第２回ワクチン接種訓練

問

問

問問

答

答答答
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PCR法
鼻咽頭ぬぐい液 唾液

容
器

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

市独自の
PCR検査は

ＰＣＲ検査を実施する考えはない
健康子ども部長

加藤 敏彦議員

▲市独自にPCR検査実施を

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
は
、3
月
9
日
現

在
、愛
西
市
で
1
9
2
人
と

な
っ
て
い
る
。亡
く
な
っ
た
方

は
10
人
で
あ
る
。

　

市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

医
療
従
事
者
向
け
で
先

行
接
種
が
始
ま
っ
た
。市
へ
の

ワ
ク
チ
ン
は
、４
月
後
半
に
１

箱
が
配
送
さ
れ
る
。

　

個
別
接
種
に
つ
い
て
は
16

カ
所
予
定
を
し
て
い
る
。

問　

元
日
本
が
ん
学
会
の
会

長
の
黒
木
登
志
夫
さ
ん
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、

「
非
常
に
ず
る
賢
い
ウ
イ
ル
ス

で
、そ
の
特
徴
の
一つ
は
、発
症

す
る
前
に
無
症
状
で
感
染
し
、

知
ら
な
い
う
ち
に
広
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
だ
。こ
の
ウ
イ
ル

ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原
検
査
し
か

な
い
」と
述
べ
て
い
る
。

　

変
異
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
れ

ば
、感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
ま
り
、患
者
が
一
気
に
増
え

る
可
能
性
が
高
い
。

　

集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

医
療
機
関
、高
齢
者
施
設
、保

育
園
、学
校
な
ど
の
勤
務
者

を
対
象
と
し
た
社
会
的
検
査

の
実
施
と
、一
般
市
民
を
対
象

と
し
た
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
体
制
の
確
立
が
必
要
と

考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

答　

社
会
的
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
。

問　

広
島
、長
崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
72
年

目
の
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を

違
法
化
す
る
核
兵
器
禁
止
条

約
が
国
連
で
１
２
２
カ
国
の

圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択

さ
れ
た
。１
月
22
日
よ
り
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
た
。

　

市
長
は
こ
の
核
兵
器
禁
止

条
約
に
つ
い
て
、非
核
・
平
和

宣
言
を
行
っ
て
い
る
ま
ち
の

長
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
見

解
を
持
っ
て
い
る
か
。

答　

市
は
、平
和
首
長
会
議

に
加
盟
を
し
て
お
り
、市
民
一

人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中

で
平
和
に
つ
い
て
考
え
、行
動

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
子
や
孫
た
ち
に

と
っ
て
核
兵
器
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
こ
と
の
責
任
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答

問

問 答

答

核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
の
考
え
は

核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
の
考
え
は
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一般質問～市政を問う～

防災意識啓発の
考えは

ハンドブックを活用してほしい

石崎 誠子議員

市　長

▲市初の「防災ハンドブック」活用で事前の備えを

問　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
作
ら
れ

て
い
る
か
。

答　

風
水
害
と
地
震
そ
れ
ぞ

れ
の
備
え
、各
家
庭
で
の
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
、

避
難
生
活
で
の
必
要
な
知
識

や
注
意
点
、「
た
す
か
る
バ
ッ

グ
」や
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

に
よ
る
備
え
、避
難
場
所
や

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

問　
旧
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

市
内
全
域
が
２
分
割
、３
分

割
、６
分
割
さ
れ
て
お
り
、活

用
す
る
に
は
分
か
り
に
く
い

と
市
民
か
ら
聞
い
て
い
た
が
、

新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

災
害
の
危
険
度
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
市
内
全
域
を

１
枚
に
ま
と
め
、危
険
度
の

色
分
け
も
見
や
す
く
な
る
よ

う
工
夫
し
た
。想
定
外
と
な

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
規
模
だ

け
で
な
く
、千
年
に
一
度
と
い

う
想
定
上
最
大
規
模
も
示
し

て
い
る
。

問　

防
災
意
識
の
啓
発
と
し

て
、
市
役
所
南
館
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
防
災
用
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
も
含
め
防

災
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
展
示

を
充
実
さ
せ
て
は
。

答　

避
難
所
用
テ
ン
ト
や

「
た
す
か
る
バ
ッ
グ
」等
の
内

容
に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

問　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
学
校

の
防
災
教
育
は
ど
う
変
わ
っ

た
の
か
。ま
た
、今
後
ど
の
よ

う
に
防
災
に
つ
い
て
継
続
し

て
学
ん
で
い
く
の
か
。

答　

避
難
訓
練
等
で
密
を
避

け
、場
合
に
よ
っ
て
は
分
散
避

難
を
す
る
な
ど
、非
常
時
で

あ
っ
て
も
行
動
に
気
を
つ
け

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

災
害
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
を
含
め
た
防
災

教
育
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
に

経
験
の
な
い
事
で
あ
り
、今

後
、内
容
や
方
法
等
を
工
夫

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

防
災
意
識
の
啓
発
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

答　

行
政
の
み
で
は
全
て
の

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
で

き
な
い
。い
ざ
と
い
う
時
は

自
ら
の
命
、家
族
の
命
、地
域

の
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
う
い
っ
た
啓
発
、教
育
、

意
識
向
上
の
た
め
に
、市
の

新
た
な
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
て
、改
め
て
、家
族

で
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

し
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

17 愛西市議会だより 2021/5



一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

日永市政８年間の
市政運営を見直せ

市民・関係者の理解と協力で進めて来た
総務部長

河合 克平議員

▲補助金削減の推移

問　

他
の
自
治
体
が
し
て
い

な
い
と
の
理
由
で
削
減
し
た
、

学
校
教
育
補
助
金
や
各
種
補

助
金
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

答　

補
助
金
の
性
格
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

問　

巡
回
バ
ス
の
増
便
、高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の

拡
大
は
。

答　

巡
回
バ
ス
の
運
行
は
現

時
点
で
の
拡
大
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。高
齢
者
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
の
拡
大

は
考
え
て
な
い
。

問　

統
合
さ
れ
た
保
健
セ
ン

タ
ー
を
再
分
割
す
る
考
え
は
。

答　

再
分
割
す
る
必
要
は
な

い
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
の
引
き
下
げ
と
、児
童

に
対
す
る
均
等
割
の
削
減
は
。

答　

所
得
割
額
を
引
き
下
げ

る
こ
と
は
困
難
。子
ど
も
減

免
は
実
施
し
な
い
。

問　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を

無
償
化
す
る
考
え
は
。

答　

18
歳
ま
で
の
児
童
に
つ

い
て
医
療
費
を
無
償
化
す
る

考
え
は
な
い
。

問　

佐
屋
北
保
育
園
の
廃
止
、

永
和
保
育
園
の
民
営
化
、そ

れ
ぞ
れ
の
廃
止
に
つ
い
て
撤

回
す
る
考
え
は
。

答　

佐
屋
北
保
育
園
は
令
和

４
年
度
末
で
廃
園
。永
和
保

育
園
は
民
間
へ
移
管
す
る
。

問　

減
免
の
拡
大
や
公
共
施

設
使
用
料
を
見
直
す
考
え
は
。

答　

使
用
料
に
つ
い
て
は
３

年
間
据
え
置
く
。

問　

佐
屋
駅
の
整
備
の
考
え

方
は
。

答　

駅
前
広
場
な
ど
の
早
期

整
備
を
進
め
る
。

問　

佐
屋
北
地
区
の
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
の
考
え
は
。

答　

佐
屋
北
地
区
の
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
答
弁
は
日

永
市
長
の
方
針
で
あ
る
と
確

認
す
る
が
。

答　

各
部
長
、各
担
当
が
答

弁
を
し
た
が
、現
時
点
に
お

い
て
、こ
の
計
画
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

８
年
間
、こ
の
市
政
の

運
営
と
い
う
も
の
を
再
度
見

直
し
、本
当
に
住
民
の
福
祉

を
向
上
さ
せ
る
、そ
う
い
う

愛
西
市
に
な
る
こ
と
を
求
め

る
が
。

答　

議
員
の
見
解
は
私
の
評

価
と
い
う
こ
と
で
、伺
っ
た
。

問問答 答

答答答 問問問

問

問

問問問 問 答答答答

答答
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一般質問～市政を問う～

コロナ禍
健康二次被害の周知は

用語を取り入れて対応していきたい

馬渕 紀明議員

健康子ども部長

▲スポーツ庁からの健康二次被害資料

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
二
次

被
害
に
つ
い
て
、具
体
的
な

情
報
発
信
、周
知
方
法
は
。

答　

出
前
講
座
で
、運
動
不

足
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
身
に

悪
影
響
を
来
す
健
康
二
次
被

害
、あ
る
い
は
加
齢
に
よ
り

心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
に

な
る
フ
レ
イ
ル
等
の
用
語
を

盛
り
込
ん
だ
説
明
を
す
る
な

ど
、啓
発
を
行
っ
て
い
る
。今

後
も
あ
え
て
用
語
を
取
り
入

れ
た
内
容
を
心
が
け
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

る
が
、接
種
会
場
で
健
康
二

次
被
害
の
予
防
の
チ
ラ
シ
や

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
は
配
布

で
き
な
い
か
。

答　

チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
物

を
待
機
場
所
に
置
く
こ
と
は

一
度
検
討
し
た
い
。

問　

健
康
二
次
被
害
対
策
と

し
て
、今
ま
で
に
実
施
し
て

き
た
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

答　

代
表
的
な
も
の
は
、健

康
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
。健

康
推
進
課
で
実
施
す
る
事
業

の
ほ
と
ん
ど
が
市
民
の
健
康

を
大
前
提
に
し
て
い
る
。

問　

今
後
、健
康
二
次
被
害

の
予
防
も
含
め
、手
軽
に
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
で
き

る
健
康
測
定
機
器
を
、親
水

公
園
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
だ
け
で
な
く
、他
の
公
共

施
設
に
も
設
置
し
て
い
く
考

え
は
な
い
の
か
。

答　

佐
織
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
、ニ
ー
ズ
・
必
要
性

に
応
じ
て
、検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
見

据
え
て
、市
民
が
安
全
に
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
た
め

の
取
り
組
み
を
何
か
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
制
限
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
喜
び
が
再
認

識
さ
れ
て
い
る
。利
用
者
が

よ
り
安
全
で
安
心
し
て
ス

ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、国
や
県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
も
踏
ま
え
、感

染
拡
大
防
止
策
を
取
っ
た
上

で
事
業
を
実
施
し
た
い
。

問　

市
内
の
屋
外
施
設
は
、

平
日
の
午
後
、利
用
が
少
な

い
と
以
前
か
ら
聞
い
て
い
る
。

屋
外
施
設
を
利
用
し
た
市
民

の
外
出
機
会
を
つ
く
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
み
て

は
。

答　

平
日
の
午
後
の
屋
外
施

設
に
限
ら
ず
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
少

し
で
も
増
え
る
よ
う
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

問

問問

問問

問

答

答

答

答

答答
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

老朽化した中央保育園の
長寿命化対策は

建築４０年以上経過で大規模改修を実施
健康子ども部長

佐藤 信男議員

問
　
佐
屋
中
央
保
育
園
の
新

設
駐
車
場
が
完
成
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
利
用
形
態
に
す

る
予
定
な
の
か
。

答
　
北
側
道
路
の
混
雑
を
解

消
す
る
た
め
整
備
す
る
。保

護
者
の
理
解
を
得
て
、整
備

が
完
了
後
は
、北
側
道
路
で

は
な
く
、南
側
の
新
設
駐
車

場
で
の
送
迎
を
お
願
い
し
た

い
。

問
　
新
設
駐
車
場
と
保
育
園

の
入
り
口
は
ど
の
よ
う
な
接

続
に
す
る
の
か
。 

答
　
来
年
度
に
予
定
す
る
修

繕
工
事
で
、新
た
に
園
庭
の

南
西
隅
に
門
を
設
け
る
予
定

だ
。

問
　
保
育
園
の
建
物
も
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
、長
寿
命

化
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
判

断
す
る
が
、何
か
対
策
を
す

る
考
え
は
。

答
　
保
育
園
は
建
設
か
ら
40

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、来
年
度
に
大
規
模
な
改

修
工
事
を
行
う
。

問
　
佐
屋
駅
や
日
比
野
駅
、

中
学
生
や
高
校
生
の
通
学
路

に
安
全
対
策
の
自
転
車
レ
ー

ン
の
塗
装
を
し
て
は
。

答
　
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、近
隣
市
町
の
状
況
を
見

て
検
討
し
た
い
。

問
　
市
内
の
交
通
安
全
対
策

は
不
十
分
だ
。対
策
は
。

答
　
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
対
策
を
行
う
。

問問

問

問問

答

答答

答答

▲大規模改修する佐屋中央保育園と新設駐車場

▲交通安全プログラムにより決定されたカラー塗装
　（西條町地内）

交
通
安
全
対
策
と

自
転
車
レ
ー
ン

設
置
は

交
通
安
全
対
策
と

自
転
車
レ
ー
ン

設
置
は
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練習日は　毎週水
曜日

練習時間は　午後７時
から９時 立田体育館

部 員 数は　２０名（
男子５名・女子１５名）

　　　　　　小学校３
年生から中学校３年生

指導者数は   ２名

 指導者からの一言(目
標)

初心者から全国クラス
まで、一緒に楽しく

ソフトテニスをやって
います。

あいさつ、ボールひろい
を大切にして、

ソフトテニスの基本を練
習します。

第8回
 立田ソフトテニスクラブ

入部の動機は
 兄が入部し
楽しそうだから

  練習内容は サーブやレシーブ、ボレー、ストロークなどの基礎練習

お問い合わせ・
送付先

愛西市議会広報特別委員会（市議会事務局）
〈住所〉〒４９６-8555愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

小中高生などを対象としたサークル活動・
スポーツ団体などで、活動内容を撮影した
写真と活動内容に対するコメント。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

個人の目標 カットサーブやバックハンドを上達したいラリーを続ける

21 愛西市議会だより 2021/5　



発
行▲

愛
西
市
議
会
　
編
集▲

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
4
9
6
ー
8
5
5
5 

愛
知
県
愛
西
市
稲
葉
町
米
野
3
0
8
番
地

T
E
L〈
0
5
6
7
〉2
6
ー
8
1
1
1 

F
A
X〈
0
5
6
7
〉2
6
ー
7
1
4
1

令和3年6月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

６月１０日（木）午前１０時～・午後７時～

６月１１日（金）午前１０時～・午後７時～

◯本会議及び常任委員会は午前９時３０分から開催します。
○５月２８日（金）は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

５月２８日（金）　　本会議（招集日）議案上程

６月  ３日（木）　　本会議（第２日）一般質問

６月  ４日（金）　　本会議（第３日）一般質問

６月１１日（金）　　本会議（第４日）議案質疑

６月１５日（火）　　総務文教委員会

６月１６日（水）　　建設福祉委員会

６月２２日（火）　　本会議（最終日）討論・表決

Q　いつ頃の人？
Ａ　万延元年（１８６０年）～大正１５年（１９２６
年）政治家
Q　幼いころは？
Ａ　海東郡佐屋村（愛西市佐屋町）において
佐屋代官所の手代服部重文・久子の次男とし
て生まれた。幼名は総吉。生家は旧佐屋川堤
防付近に位置し、近隣には、代官手代たちが集
住していた。
Q　少年・青年時代は？
Ａ　幼い頃より学に秀で、名古屋に移住（明治
２年）し、明倫堂、名古屋洋学校を経て上京、高
明と改名。その後、東京外国語学校、開成学校
を経て東京大学法学部卒業、三菱に入社。
Q　政治家としての活躍は？
Ａ　伊藤博文内閣の１９００年（明治３３年）に外
務大臣に就任。
　その後、土佐郡部から選出され１９０２年（明
治３５年）衆議院議員となる。西園寺公望、桂太
郎、大隈重信内閣等で外務大臣などの要職を
歴任した。

Q　内閣総理大臣とし
ての活躍は？
Ａ　１９２４年（大正１３
年）総選挙に勝ち、憲政
会・政友会・革新倶楽部
による護憲三派連立内
閣を組織。
　愛知県初の総理大臣の誕生。行政改革、貴
族院の改革に着手した。普通選挙法の発布と
同時に治安維持法を成立させた。

参考『黎明期のあいさい出身の政治家たち』愛西市八開郷土資料室
取材協力　石田泰弘（生涯学習課長兼佐織図書館長）

第21回取材しました！
　

愛西市の偉人③
愛知県出身初の首相
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加藤高明（佐屋町）
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▲加藤高明の石碑（佐屋町）
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